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 ICU実習後アンケートから見えてきた看護学生の学びと ICU に対する認識の変化 

〜安心して学べる実習環境づくりの重要性〜 

 

１、研究の対象 

   今年度当院で ICU実習を行った看護学生の方（大学は４年次、専門学校は３年次）。 

２、研究目的・方法 

 ・研究目的：今年度より新たな取り組み（担当実習指導者配置やオリエンテーション資料の作

成、スタッフ間での指導内容の共有等）を行ったことなどを踏まえ、実習前後での

心境の変化を中心として、認識の変化を分析し、安心して学べる環境づくりの重要

性を示唆する。 

 ・研究方法：実習後に任意で実施した無記名アンケートの結果（実習前の心境、実習後の心境 

等）について、考察する。 

 ・研究期間：承認日（実施許可日）～ 2027年 5月 12日 

アンケート期間：2026年4月～8月 

 

３、研究に用いる試料・情報の種類 

ICU実習後に、実習前・後の心境等について実施した任意の業務アンケートについて 

分析します｡ （試料はありません。） 

４、 個人情報の取り扱い 

無記名アンケートのため、被験者を特定できる情報はなく、誰のものかわかりません。 

研究の結果の公表においても同様です。 

  試料・情報の管理について責任を有する者：新垣 奈々子（看護部 ICU病棟） 

 

５、お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究関連資料を閲覧することが出来ま

すのでお申出下さい。 

なお、無記名アンケートのため、誰のものかは特定することはできないため、同意撤回は困難とな

っております。どうぞご了承ください。 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

    住所：浦添市前田1-56-1電話：098-878-0231（代表） 

    浦添総合病院    

  研究責任者：看護部 新垣奈々子 


